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福
岡
県
労
連
の
最
低
賃

金
意
見
書
採
択
の
運
動

で
、
要
請
に
対
応
さ
れ
た

地
方
議
員
と
の
懇
談
の
場

で
、
地
域
で
今
必
要
と
し

て
い
る
も
の
に
つ
い
て
、

多
く
の
自
治
体
議
員
や
関

係
者
は
「
医
療
と
介
護
」

「
２０
代
は
転
出
超
過
し
て

い
る
」
と
書
か
れ
て
い
ま

す
。若

者
が
地
方
か
ら
出
て

い
く
背
景
に
は
、
雇
用
の

場
が
な
い
こ
と
と
、
自
立

で
き
な
い
低
賃
金
の
実
態

が
横
た
わ
っ
て
い
ま
す
。

地
方
部
の
賃
金
は
９
０
０

円
に
満
た
な
い
金
額
で
、

こ
の
金
額
で
は
若
者
は
地

方
で
自
立
し
て
生
活
で
き

ま
せ
ん
。

１
７
０
０
円
以
上
の
最
賃

で
自
立
生
活
が
可
能

福
岡
県
労
連
の
最
低
生

計
費
調
査
結
果
か
ら
は
、

若
者
が
一
人
で
自
立
し
て

生
活
す
る
に
は
最
低
１
５

０
０
円
以
上
が
必
要
だ
と

い
う
結
果
が
で
て
い
ま

す
。
直
近
の
最
低
生
計
費

ア
ッ
プ
デ
ー
ト
で
は
、１
，

７
０
０
円
以
上
が
必
要
と

い
う
結
果
が
出
て
い
ま
す
。

福
岡
県
労
連
が
県
内
の

地
方
議
会
に
要
請
し
た
最

低
賃
金
１
５
０
０
円
の
金

額
は
説
得
力
を
も
っ
て
受

け
止
め
ら
れ
、
意
見
書
が

一
年
目
で
１３
自
治
体
、
２

年
目
に
は
７
自
治
体
が
追

加
さ
れ
て
、
現
時
点
で
は

２０
自
治
体
で
最
低
賃
金
額

「
１
５
０
０
円
以
上
」
が

盛
り
込
ま
れ
た
意
見
書
が

採
択
さ
れ
て
い
ま
す
。

地
方
再
生
の
カ
ギ
は
公
契

約
条
例

最
低
賃
金
が
支
払
え
れ

ば
、
若
者
は
地
方
部
の
医

療
施
設
や
介
護
施
設
で
働

く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
地

方
自
治
体
に
と
っ
て
も
企

業
誘
致
な
ど
で
近
隣
の
自

治
体
と
競
争
し
な
く
て
よ

く
な
り
、
自
治
体
が
持
続

可
能
に
な
り
ま
す
。
最
低

賃
金
を
支
払
う
こ
と
が
で

き
る
一
つ
の
カ
ギ
が
公
契

約
条
例
で
す
。

諸
外
国
に
は
日
本
と
違

い
産
業
別
労
働
組
合
で
決

め
る
こ
と
が
で
き
る
労
働

協
約
が
あ
り
ま
す
。
参
考

と
し
て
ア
メ
リ
カ
の
デ
ー

ビ
ス
・
ベ
ー
コ
ン
法
に
つ

い
て
記
述
し
ま
す
。
デ
ー

ビ
ス
・
ベ
ー
コ
ン
法
は
、

受
注
業
者
に
対
し
て
、
技

能
労
働
者
に
基
準
賃
金
水

準
以
上
の
賃
金
と
、
各
種

社
会
保
障
給
付
を
支
払
う

こ
と
を
義
務
付
け
、
発
注

者
側
に
賃
金
を
確
保
す
る

実
効
性
確
保
の
仕
組
み
を

義
務
付
け
て
い
ま
す
。

仕
様
書
に
、
〇
最
低
賃

金
に
関
す
る
条
文
を
記

載
、
〇
定
め
ら
れ
た
賃
金

額
以
上
を
週
一
回
労
働
者

に
支
払
う
こ
と
、
〇
受
注

業
者
は
賃
金
表
の
掲
示
す

る
こ
と
な
ど
が
記
載
さ
れ

て
い
ま
す
。

規
則
が
守
ら
れ
な
い
場

合
は
、
〇
差
額
分
の
支
払

い
留
保
、
〇
労
働
者
へ
の

発
注
者
か
ら
直
接
支
払

い
、〇
工
事
契
約
の
解
除
、

〇
ブ
ラ
ッ
ク
リ
ス
ト
掲
載

な
ど
強
い
罰
則
が
決
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

地
方
再
生
が
公
共
の
再
生

を
実
現

若
者
が
地
方
で
働
く
良

質
の
場
が
で
き
れ
ば
、
地

方
で
生
活
が
で
き
、
地
方

で
国
や
自
治
体
の
公
共
サ

ー
ビ
ス
を
使
用
す
る
機
会

が
増
え
ま
す
。
地
方
が
活

性
化
し
持
続
可
能
に
な
れ

ば
、
地
方
自
治
体
や
公
共

交
通
利
用
な
ど
で
公
共
の

再
生
が
可
能
に
な
り
ま

す
。
そ
の
カ
ギ
が
最
低
賃

金
の
実
現
と
最
低
賃
金
を

支
払
え
る
よ
う
に
す
る
公

契
約
条
例
の
制
定
で
す
。

�

（
編
集
委
員　

惠
藤
）

と
答
え
て
い
ま
す
。
超
高

齢
社
会
の
日
本
で
は
特
に

地
方
部
で
の
高
齢
化
が
顕

著
に
あ
ら
わ
れ
て
お
り
、

「
医
療
と
介
護
」
の
充
実

は
喫
緊
の
課
題
で
す
。

２
月
１
日
の
西
日
本
新

聞
一
面
に
「
九
州
は
福
岡

の
み
転
入
超
過
」
と
い
う

見
出
し
記
事
が
あ
り
ま
し

た
。
全
国
的
に
は
若
年
層

や
女
性
の
東
京
へ
の
転
入

超
過
が
継
続
し
て
い
る
と

し
、
福
岡
は
九
州
の
他
県

か
ら
若
者
が
集
ま
る
傾
向

に
あ
る
と
し
な
が
ら
も
、

国
鉄
や
郵
便
局
や
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
、
運
輸
局
、
整
備
局
な
ど
の
国
の
出
先
機
関

や
、
県
庁
・
市
役
所
・
町
役
場
・
村
役
場
な
ど
の
自
治
体
で
の
公
共
の
サ
ー
ビ
ス

が
、
１
９
８
０
年
以
降
相
次
い
で
民
営
化
、
民
間
委
託
さ
れ
、
地
方
で
の
暮
ら
し

が
困
難
に
な
る
状
況
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
今
号
は
、
地
方
が
疲
弊
し
て
い
る
実

態
を
踏
ま
え
、
地
方
で
暮
ら
し
や
す
く
す
る
た
め
の
「
地
方
の
再
生
」
に
つ
い
て

考
え
ま
す
。 地

方
こ
そ
求
め
ら
れ
る

地
方
こ
そ
求
め
ら
れ
る

医
療
と
介
護
の
充
実

医
療
と
介
護
の
充
実

地方の再生は最低賃金１５００円以上
支払える公契約条例の制定で

「
公
契
約
条
例
（
法
）」
と
は
、
自
治
体
が
発
注

す
る
公
共
工
事
・
業
務
委
託
等
に
従
事
す
る
従
事
者

の
賃
金
・
報
酬
下
限
額
を
設
定
し
、
自
治
体
・
受
注

者
の
責
任
等
を
契
約
事
項
に
加
え
る
こ
と
を
定
め
た

条
例
で
、
Ｉ
Ｌ
Ｏ
（
国
際
労
働
機
関
）
第
９４
号
条
約

に
基
づ
い
て
い
ま
す
。
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１
月
３０
日
に
音
羽
公
園

に
て
「
２
０
２
５
年
春
闘

勝
利
！
建
設
関
連
労
働
者

総
決
起
集
会
」
が
福
岡
県

生
活
関
連
公
共
事
業
推
進

連
絡
会
（
生
公
連
）
主
催

の
も
と
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
集
会
に
は
、
建
設
労

働
者
を
は
じ
め
、
福
建
労

・
国
公
労
連
・
建
交
労
・

市
職
労
な
ど
の
労
働
組
合

も
参
加
し
、
約
１
２
０
名

が
集
結
し
ま
し
た
。

集
会
で
は
、
建
設
産
業

で
働
く
労
働
者
は
、
不
安

定
な
雇
用
に
加
え
低
賃
金

や
過
酷
な
長
時
間
労
働
な

ど
の
労
働
条
件
の
劣
悪
さ

か
ら
、
入
職
者
は
減
少
し

て
い
ま
す
。
公
正
な
賃
金

・
労
働
条
件
と
中
小
建
設

業
の
適
正
な
収
入
・
仕
事

を
確
保
し
、
疲
弊
す
る
建

設
産
業
を
再
生
さ
せ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
訴
え
ら

れ
ま
し
た
。

１
月
７
日
に
ア
メ
リ
カ

西
部
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州

ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
と
周
辺
で

発
生
し
た
大
規
模
な
山
火

事
は
、
２
週
間
以
上
続
き

２
０
０
万
平
方
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
以
上
の
土
地
、１
５
，

０
０
０
戸
を
超
す
家
屋
が

燃
え
、
死
者
・
行
方
不
明

者
は
５０
人
以
上
に
の
ぼ

り
、
経
済
的
な
損
失
は
約

４３
兆
円
の
被
害
を
生
じ
た

と
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
山
火
事
に
つ
い
て

森
林
総
合
研
究
所
の
橋
本

主
任
研
究
員
は
、
被
害
の

拡
大
に
①
長
期
間
の
異
常

な
乾
燥
、
②
そ
の
前
の
極

端
な
大
雨
に
よ
る
草
木
の

成
長
、
③
内
陸
か
ら
海
に

吹
く
乾
燥
し
た
強
風
「
サ

ン
タ
ア
ナ
風
」と
い
う「
３

つ
の
不
運
が
重
な
っ
た
」

と
推
定
し
て
い
ま
す
。

ア
メ
リ
カ
国
立
気
象
局

は
、
２５
年
１
月
は
雨
が
ほ

ぼ
無
い
極
度
な
乾
燥
状
態

だ
っ
た
こ
と
、
前
年
の
２

月
は
対
照
的
に
平
均
の
３

・
５
倍
に
あ
た
る
３
５
０

ミ
リ
の
雨
の
増
加
で
山
の

草
木
が
よ
く
育
ち
、
そ
の

後
の
乾
燥
で
燃
え
や
す
い

「
燃
料
」に
な
り
、海
水
温

上
昇
で
陸
地
か
ら
海
に
向

か
っ
て
吹
く
風
が
強
く
な

り
、
秒
速
３０
メ
ー
ト
ル
を

超
え
る
台
風
並
み
の
強
い

風
が
、
火
の
手
を
一
気
に

広
げ
た
と
考
え
て
い
ま
す
。

気
候
変
動
の
結
果
、
地

域
の
災
害
リ
ス
ク
が
増
し

て
大
き
な
被
害
を
も
た
ら

す
悪
循
環
の
懸
念
が
世
界

で
高
ま
っ
て
い
る
と
き
、

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は
パ
リ

協
定
か
ら
離
脱
し
た
こ
と

で
、
政
府
の
Ｈ
Ｐ
か
ら
多

く
の
気
候
変
動
に
関
連
し

た
情
報
が
消
え
、
大
勢
の

優
秀
な
科
学
者
が
退
職
に

追
い
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス

の
市
長
は
消
防
局
の
予
算

を
約
２７
億
円
削
減
し
た
こ

と
が
批
判
さ
れ
て
い
ま

す
。
日
本
の
自
治
体
で
も

消
防
の
予
算
削
減
を
目
的

に
し
て
消
防
の
広
域
化
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
気

候
変
動
で
災
害
が
多
く
な

る
時
、
消
防
費
の
削
減
を

目
的
に
し
た
消
防
の
広
域

化
は
止
め
る
べ
き
で
す
。

ま
た
、
地
方
公
務
員
で
あ

る
消
防
職
員
に
は
、
労
働

者
の
団
結
権
・
団
体
交
渉

権
・
争
議
権
が
、
警
察
と

同
様
に
与
え
ら
れ
て
い
ま

せ
ん
。
Ｉ
Ｌ
Ｏ
か
ら
「
団

結
権
の
付
与
等
」
に
つ
い

て
何
度
も
勧
告
さ
れ
て
い

ま
す
。
憲
法
２８
条
で
規
定

に
基
づ
き
消
防
職
員
に
権

利
を
与
え
る
べ
き
で
す
。

（
編
集
委
員　

惠
藤
）

集
会
後
は
、
参
加
者
が

提
灯
を
下
げ
て
行
進
す
る

『
提
灯
デ
モ
行
進
』
が
行

わ
れ
ま
し
た
。「
建
設
労

働
者
の
賃
金
を
あ
げ
ろ
」

「
公
務
員
の
賃
金
を
あ
げ

ろ
」
の
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー

ル
を
し
な
が
ら
、
音
羽
公

園
を
ス
タ
ー
ト
し
、
福
岡

第
二
合
同
庁
舎
経
由
で
博

多
駅
周
辺
を
周
る
コ
ー
ス

で
デ
モ
行
進
を
し
ま
し
た
。

生
公
連
は
、
２
月
１４
日

か
ら
２８
日
に
か
け
て
建
設

労
働
者
の
大
幅
な
労
働
条

件
改
善
に
向
け
、
九
州
７

県
の
行
政
機
関
や
業
界
団

体
へ
の
要
請
と
生
公
連
加

盟
組
合
と
国
交
労
組
の
職

場
を
訪
問
す
る
九
州
キ
ャ

ラ
バ
ン
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

�

（
編
集
委
員　

松
尾
）

安
倍
政
権
時
に
生
活
保

護
を
不
当
に
引
き
下
げ
た

こ
と
は
違
憲
で
あ
る
と
し

て
、
生
活
保
護
受
給
者
が

国
を
相
手
取
っ
て
起
こ
し

た
控
訴
審
判
決
が
、
１
月

２９
日
福
岡
高
裁
で
行
わ

れ
、
敗
訴
し
た
地
裁
の
判

決
を
取
り
消
し
逆
転
勝
訴

と
な
り
ま
し
た
。

１
審
の
判
決
は
、
広
く

国
に
裁
量
権
を
認
め
て
い

ま
し
た
が
、
控
訴
審
は
、

国
の
裁
量
を
認
め
た
も
の

の
、
引
き
下
げ
は
受
給
者

の
実
態
に
沿
っ
た
も
の
で

は
な
く
、
裁
量
権
を
逸
脱

し
て
い
る
と
し
て
判
決
を

下
し
ま
し
た
。

福
岡
地
区
労
連
は
、
こ

の
運
動
を
支
援
す
る
い
か

ん
よ
貧
困
福
岡
の
会
に
参

加
し
、署
名
や
宣
伝
行
動
、

傍
聴
支
援
に
力
を
入
れ
て

い
ま
し
た
。
こ
の
間
の
定

例
宣
伝
行
動
は
９７
回
行
わ

れ
、
地
裁
署
名
１
万
筆
、

高
裁
署
名
８
５
０
０
筆
に

上
り
ま
し
た
。
結
審
と
判

決
の
傍
聴
は
両
日
と
も
１

４
０
人
余
り
の
人
が
駆
け

つ
け
、
労
働
組
合
か
ら
も

多
く
の
協
力
が
あ
り
社
会

的
に
注
目
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
は
、
国
が
最
高
裁

に
上
告
す
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
て
お
り
、
最
高
裁
署

名
に
全
力
を
挙
げ
る
こ
と

が
重
要
な
課
題
と
な
り
ま

す
。（

編
集
委
員　

内
田
）

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

○
建
交
労
福
岡
県
本
部

　

第
１
回
合
同
宣
伝
行
動

ト
ラ
ッ
ク
パ
レ
ー
ド

３
月
２
日
（
日
）
１０
：

００
～
多
の
津
公
園

○
２
０
２
５
年
国
際
女
性

　

デ
ー
福
岡
集
会

３
月
８
日
（
土
）
１３
：

３０
～
１６
：
００

天
神
ビ
ル
１１
階
会
議
室

○
原
発
ゼ
ロ
！
３
・
１１

　

福
岡
集
会

３
月
１１
日
（
火
）
１１
：

３０
～
１３
：
１５

警
固
公
園

〈
２
０
２
５
年
春
闘
勝
利
！
建
設
関
連
労
働
者
総
決
起
集
会
〉

労
働
環
境
に
明
か
り
を
灯
せ

国
に
逆
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ロサンゼルス山火事とロサンゼルス山火事と
気候変動の悪循環気候変動の悪循環

〈労働組合と地球環境問題を考える�〉〈労働組合と地球環境問題を考える�〉

福岡第二合同庁舎前を提灯デモ行進

カリフォルニア州で発生した山火事


